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ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
瓦
解
後
、
そ
こ
か
ら
の
転

向
派
も
組
み
込
む
形
で
『
文
学
界
』
を
作
っ
た

小
林
秀
雄
に
、
戦
争
に
抵
抗
し
う
る
「
人
民
戦

線
」
の
可
能
性
を
読
み
と
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
見
方
は
、
福
田
恆
存
が
批
判
的
に
指
摘
し

て
い
た
（
「
文
壇
的
な
、
余
り
に
文
壇
的
な
」
『
新
潮
』

一
九
六
二
年
四
月
）
よ
う
に
、「
新
日
本
文
学
」
（
後

に
「
民
主
主
義
文
学
」
へ
と
至
る
一
派
）
、「
近
代
文
学
」
、

「
風
俗
文
学
」が
「
三
派
鼎
立
」
し
て
い
た
「
戦
後
」

の
同
時
代
的
な
状
況
へ
の
平
野
謙
に
よ
る
応
答

で
も
あ
っ
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
直
接
的

な
継
承
・
発
展
を
絶
対
化
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

以
外
を
排
斥
し
た
「
新
日
本
文
学
」
へ
の
批
判

で
あ
り
、「
近
代
文
学
」
派
に
よ
る
「
戦
後
文
学
」

の
称
揚
で
あ
る
。
平
野
謙
は
、
安
保
闘
争
、
原

水
爆
禁
止
な
ど
に
揺
れ
動
く
戦
後
空
間
の
「
い

ま
」
に
対
応
さ
せ
る
形
で
、
文
芸
復
興
期
の
小

林
秀
雄
に
、
戦
争
に
抵
抗
し
う
る
可
能
性
を
見

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
展
覧
会
を
一
回
り
す
れ
ば
分
か

る
よ
う
に
、
何
と
い
っ
て
も
そ
の
熱
量
に
圧
倒

さ
れ
る
の
は
、
平
野
謙
が
可
能
性
を
託
し
た
昭

和
十
年
前
後
の
文
芸
復
興
期
（
第
三
章
）
よ
り
も
、

密
保
護
法
」
を
成
立
さ
せ
た
日
本
の
現
時
点
を

「
戦
前
」
と
し
て
二
重
写
し
に
し
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
る
。
お
そ
ら
く
そ
こ
に
こ
そ
「
い
ま
」

昭
和
初
年
代
を
見
直
す
必
要
性
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。

　

問
題
は
、
昭
和
初
年
代
を
「
い
ま
」
ど
の
よ

う
に
読
む
の
か
で
あ
る
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
こ
の
時
代
を
第
一
章
「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
芸
術
」
、
第
二
章
「
新
感
覚
・

モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
、
第
三
章
「
文
芸
復
興
と
日
本

的
な
も
の
」
の
三
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
て

展
示
し
て
い
る
。こ
れ
は
、
平
野
謙
が
「
昭
和
史
」

で
示
し
た
枠
組
み
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
平
野

謙
は
、
既
成
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
延
長
で
あ
る

「
私
小
説
」
と
、
関
東
大
震
災
以
後
の
「
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
」
、
そ
し
て
「
新
感
覚
派
」
の

三
つ
に
分
け
て
昭
和
初
年
代
を
捉
え
た
。
い
わ

ゆ
る
「
三
派
鼎
立
」
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
プ

　

昭
和
の
初
め
の
十
年
間
で
あ
る
一
九
二
六
年

か
ら
一
九
三
六
年
は
、
実
に
様
々
な
芸
術
潮
流

が
現
れ
た
時
期
で
あ
る
。
本
展
覧
会
は
、
こ

の
時
期
の
様
々
な
芸
術
潮
流
を
、
絵
画
と
文

学

―
特
に
洋
画
と
小
説
―
―
に
焦
点
を
あ
て

て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

日
中
戦
争
（
一
九
三
七
年
）

に
出
征
す
る
兵

士
を
熱
狂
的
な
雰
囲
気
の
中
で
見
送
る
人
々

の
様
子
を
描
い
た
阿
部
合
成
「
見
送
る
人
々
」

（
一
九
三
八
年
）

が
、
本
展
覧
会
の
最
後
に
展
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
の
初
め
の
十
年
間

は
、
「
国
家
総
動
員
法
」
（
一
九
三
八
年
）
を
は
じ

め
日
本
が
全
面
的
に
戦
争
へ
と
突
入
し
て
い
く

「
直
前
」
の
時
期
で
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
へ
と

向
か
う
兵
士
を
「
見
送
る
人
々
」
が
、
七
十
五

年
後
の
「
い
ま
」
本
展
覧
会
の
鑑
賞
者
を
美
術

館
か
ら
日
常
生
活
へ
と
見
送
る
と
い
う
展
覧
会

の
構
成
は
、
本
展
覧
会
の
開
催
中
に
「
特
定
秘

■
展
覧
会
レ
ヴ
ュ
ー

い
ま
「
昭
和
初
年
代
」
を
見
直
す
こ
と

　
　

『
昭
和
モ
ダ
ン 

文
学
と
絵
画 1926-1936

』
展

　
　
　

（
２
０
１
３
年
11
月
2
日
〜
12
月
29
日　

兵
庫
県
立
美
術
館
）

秋
吉
大
輔 
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な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
代
に
あ
ら
わ
れ

た
表
現
の
共
時
性
に
焦
点
を
あ
て
た
展
示
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
図

録
所
収
の
速
水
豊
「
１
９
３
０
年
の
絵
画
と
文
学
―
―
福

沢
一
郎
《
無
敵
の
力
》
と
横
光
利
一
「
機
械
」
に
つ
い
て
」

（
兵
庫
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
）
で
詳
し
く
示

さ
れ
て
い
る
）
。

　

こ
の
よ
う
な
同
時
代
の
共
時
性
の
中
で
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

「
本
」
の
重
要
性
で
あ
る
。
と
り
わ
け
面
白
か
っ

た
の
が
、
一
九
二
七
年
三
月
に
金
星
堂
か
ら
出

た
川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』
で
あ
る
。
装
幀

を
施
し
た
の
は
築
地
小
劇
場
の
舞
台
装
置
家
で

も
あ
っ
た
吉
田
謙
吉
。
彼
が
舞
台
装
置
を
手
が

け
た
新
劇
協
会
に
よ
る
「
三
月
卅
二
日
」
（
池

谷
信
三
郎
作
）
の
帝
国
ホ
テ
ル
演
芸
場
で
の
公
演

（
一
九
二
七
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
月
六
日
）
初
日
の

翌
朝
に
、
川
端
が
逗
留
し
て
い
た
湯
ヶ
島
温
泉

の
湯
本
館
に
、
実
際
に
吉
田
が
訪
ね
て
ス
ケ
ッ

チ
し
、
そ
れ
を
元
に
し
て
装
幀
の
絵
は
描
か
れ

て
い
る
。

　

本
の
函
に
は
、
湯
本
館
の
欄
間
が
描
か
れ
、

そ
の
一
角
に
は
、
歯
ブ
ラ
シ
、
剃
刀
、
チ
ュ
ー

画
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
表
現
の
交
流

や
共
時
性
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
平
野
謙
が
考
え
た
「
文
学
」
中
心
の
枠
組

み
を
、
「
芸
術
史
」
全
体
か
ら
眺
め
直
し
て
い

る
点
に
本
展
覧
会
の
特
色
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

「
文
学
」
と
「
絵
画
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を

超
え
た
交
流
や
協
働
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の

美
術
展
や
文
学
展
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

本
展
覧
会
で
も
そ
う
し
た
交
流
や
協
働
は
多
様

に
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

作
家
小
林
多
喜
二
の
『
蟹
工
船
』『
新
女
性
気
質
』

（
『
安
子
』
）
と
、
そ
こ
に
添
え
ら
れ
た
大
月
源
二

の
挿
絵
。
ふ
た
り
は
小
樽
時
代
か
ら
の
知
り
合

い
だ
っ
た
。
作
品
は
表
現
者
た
ち
の
交
流
と
協

働
の
証
な
の
だ
。
他
に
も
「
文
学
」
と
「
絵
画
」

（
装
幀
・
挿
絵
）
で
は
、
川
端
康
成
と
吉
田
謙
吉
、

横
光
利
一
と
佐
野
繁
二
郎
、
谷
崎
潤
一
郎
と
小

出
楢
重
、
永
井
荷
風
と
木
村
荘
八
な
ど
が
あ
る
。

さ
ら
に
雑
誌
や
演
劇
な
ど
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア

と
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
交
流
と
協
働
が
具
体
的

に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
展
覧
会
が

重
視
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
こ
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
具
体
的
な
人
々
の
交
流
や
協
働
が

第
一
章
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
芸
術
」
だ
ろ
う
。

第
一
章
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
た
ち
の
小

説
と
並
ぶ
よ
う
に
、
津
田
青
楓
か
ら
前
田
寛
治
、

柳
瀬
正
夢
、
矢
部
友
衛
、
永
田
一
脩
、
小
野
忠
重
、

大
月
源
二
、
岡
本
唐
貴
、
村
山
知
義
な
ど
の
画

家
の
絵
が
配
さ
れ
、
同
時
に
『
文
芸
戦
線
』
『
戦

旗
』
な
ど
の
雑
誌
や
理
論
書
、
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
を

ま
と
め
て
見
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
れ
だ
け
で
も
貴
重
な
試
み
と
い
え
る
が
、

第
一
章
で
は
、
多
く
の
人
々
が
短
期
間
に
熱
中

し
た
同
時
代
の
膨
大
な
熱
量
を
感
じ
と
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
熱
量
は
後
半
に
い
く
に
従
っ
て
希
薄
に

な
っ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
第
二
章
や
第
三
章
で

も
見
る
べ
き
も
の
は
多
く
興
味
深
い
の
だ
が
、

戦
争
に
向
か
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
閉
鎖
的

な
空
気
感
は
拭
い
難
く
、
小
林
秀
雄
や
『
文
学

界
』
の
扱
い
も
あ
ま
り
目
立
っ
て
い
な
い
。
平

野
謙
と
同
じ
枠
組
み
を
用
い
な
が
ら
も
、
こ
れ

ま
で
と
は
違
う
昭
和
史
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
本
展
覧
会
が
「
文
学
」
と
「
絵
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江
が
装
幀
を
手
掛
け
た
シ
リ
ー
ズ
『
新
鋭
文
学

叢
書
』
も
面
白
い
。
龍
胆
寺
雄
、
中
村
正
常
、

久
野
豊
彦
、
井
伏
鱒
二
、
堀
辰
雄
と
い
っ
た
新

感
覚
派
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
系
の
作
家
だ
け
で
は
な

く
、
左
傾
化
し
た
藤
沢
桓
夫
、
片
岡
鐵
兵
を
挟

ん
で
、
黒
島
伝
治
、
平
林
た
い
子
、
岩
藤
雪
夫

と
い
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
系
の
作
家
ま
で

を
も
含
む
様
々
な
作
家
が
登
場
す
る
。
第
一
章

か
ら
第
二
章
の
展
覧
会
の
至
る
と
こ
ろ
で
『
新

鋭
文
学
叢
書
』
と
出
会
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の

雑
多
さ
に
は
驚
い
て
し
ま
う
。
特
に
中
村
武
羅

夫
を
中
心
に
反
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
か
か
げ

て
結
成
さ
れ
た
新
興
芸
術
派
の
「
十
三
人
俱
楽

部
」
の
メ
ン
バ
ー
（
龍
胆
寺
、
久
野
な
ど
）
も
加
わ
っ

て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
後
に
新
興
芸
術
派
の

機
関
誌
と
な
っ
た
『
近
代
生
活
』
に
も
当
初
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
系
の
作
家
が
多
数
参
加
し
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
両
者
は
同
時
代
の
共
時
性

の
中
で
、
互
い
に
交
錯
し
読
者
に
読
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
伺
え
る
。
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き

る
「
本
」
も
体
系
的
に
展
示
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
と
は
違
っ
た
文
脈
を
示
す
。
そ
う
い
っ

た
点
に
本
展
覧
会
の
意
義
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

ぶ
朱
塗
り
の
膳
と
、
雲
か
ら
下
が
っ
た
ブ
ラ
ン

コ
が
浮
か
ん
で
お
り
、
ブ
ラ
ン
コ
の
縄
ひ
も
は

右
下
の
湯
船
か
ら
伸
び
た
手
に
握
ら
れ
て
い
る
。

同
様
に
裏
表
紙
も
具
象
的
か
つ
抽
象
的
で
、
ふ

し
ぎ
な
構
図
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
瑞
々
し
い

「
日
本
的
な
美
」
の
典
型
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
「
伊
豆
の
踊
子
」
が
、
新
感

覚
派
に
属
し
て
い
る
モ
ダ
ン
な
作
家
の
作
品
と

し
て
同
時
代
に
お
い
て
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
「
本
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
、
作
家

や
作
品
が
位
置
し
て
い
た
同
時
代
の
共
時
性
・

文
化
圏
を
示
す
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

宮
本
順
子
の
装
画
（
新
潮
文
庫
版
『
伊
豆
の
踊
子
』
）

に
あ
る
よ
う
な
「
日
本
的
な
美
」
の
イ
メ
ー
ジ

は
、も
し
か
す
る
と
作
品
の
映
画
化
や
『
雪
国
』

『
古
都
』
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
記
念
講
演

「
美
し
い
日
本
の
私
―
そ
の
序
説
」（
一
九
六
八
年
）

な
ど
か
ら
事
後
的
に
つ
い
た
イ
メ
ー
ジ
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
文
学
史
・
芸
術
史
を
再
考
す
る

上
で
、
「
本
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
へ
の
着
目
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
気
付
か
せ
て
く

れ
る
展
覧
会
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
系
の
画
家
で
あ
る
古
賀
春

ブ
、
煙
草
な
ど
の
カ
ッ
ト
が
配
さ
れ
て
い
る
。

川
端
の
「
「
伊
豆
の
踊
子
」
の
装
幀
そ
の
他
」

（
『
文
芸
時
代
』
一
九
二
七
年
五
月
）

に
よ
る
と
、
そ

こ
に
描
か
れ
た
も
の
は
、
川
端
の
伊
豆
生
活
に

関
わ
る
景
物
の
よ
う
で
あ
る
。
湯
本
館
は
、
多

く
の
文
学
者
た
ち
が
愛
好
し
た
温
泉
宿
で
あ
る

が
、
そ
れ
ま
で
も
尾
崎
士
郎
・
宇
野
千
代
、
池

谷
信
三
郎
、
今
東
光
、
鈴
木
彦
次
郎
、
岸
田
國

士
、
中
河
與
一
、
藤
沢
桓
夫
な
ど
が
宿
泊
し
て

い
た
。
実
は
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
函
に
は
、
歯

ブ
ラ
シ
な
ど
と
並
ん
で
、
正
体
不
明
の
丸
い
物

体
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
前
掲
「
「
伊
豆
の

踊
子
」
の
装
幀
そ
の
他
」
に
よ
る
と
、
こ
れ
は

林
房
雄
が
湯
本
館
に
忘
れ
て
い
っ
た
「
金
の
入

物
」
だ
と
い
う
。
函
に
残
さ
れ
た
林
房
雄
の
痕

跡
か
ら
は
、
当
時
の
伊
豆
と
い
う
場
所
が
、
新

感
覚
派
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
文
学
者
を
呼
び

寄
せ
、
彼
ら
が
交
差
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
伺
え
て
面
白
い
。

　

本
の
表
紙
に
は
、
筧
や
板
橋
で
囲
わ
れ
た
枠

の
合
間
に
湯
船
や
水
槽
が
配
さ
れ
て
お
り
、
あ

た
り
に
は
温
泉
の
湯
ら
し
き
も
の
が
雲
の
よ
う

に
漂
っ
て
い
る
。
画
面
中
央
に
は
椀
や
皿
の
並
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永
田
が
視
覚
的
な
宣
伝
効
果
を
意
識
し
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
こ
の

絵
は
雑
誌
『
戦
旗
』
（
一
九
二
九
年
一
月
）
に
掲
載

さ
れ
る
こ
と
で
複
製
さ
れ
て
い
く
。
そ
こ
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
一
部
の
知
識
人
青
年
に
よ
る
読
者

層
と
は
違
っ
た
「
大
衆
」
と
い
う
読
者
が
想
定

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、

本
展
覧
会
で
欠
け
て
い
る
点
も
浮
か
び
上
が
る
。

そ
れ
は
、「
大
衆
文
学
」
で
あ
る
。
小
笠
原
克
（
大

炊
絶
）

は
「
い
わ
ゆ
る
〈
純
文
学
論
争
〉
の
た

め
に
」
（
『
群
像
』
一
九
六
二
年
七
月
）

な
ど
で
、
平

野
謙
の
「
三
派
鼎
立
」
論
に
は
、
「
通
俗
大
衆

文
学
」が
欠
け
て
い
る
と
批
判
し
て
い
た
。
「
三

派
鼎
立
」
と
同
じ
枠
組
み
を
も
っ
た
本
展
覧
会

に
お
い
て
も
、
そ
の
指
摘
は
あ
て
は
ま
る
。
同

時
代
の
共
時
性
を
再
考
す
る
う
え
で
、
大
衆
文

化
や
大
衆
文
学
を
並
列
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
お
そ
ら
く

小
笠
原
が
指
摘
す
る
よ
う
な
山
本
有
三
や
同
伴

者
作
家
を
並
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
『
キ
ン
グ
』

『
大
衆
文
芸
』
な
ど
で
活
躍
し
た
作
家
や
挿
絵

画
家
・
エ
デ
ィ
タ
ー
を
も
視
野
に
い
れ
た
「
芸

昭
和
の
始
ま
り
が
、
大
正
天
皇
の
死
で
は
な
く
、

新
聞
な
ど
に
よ
っ
て
一
大
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た

芥
川
の
死
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
こ
と
も
、
大

衆
文
化
時
代
の
幕
開
け
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

昭
和
初
年
代
は
、
大
衆
文
化
と
共
に
は
じ
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　

大
衆
文
化
と
い
う
枠
組
み
か
ら
見
直
す
な
ら

ば
、
第
二
章
で
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
だ
け
で
な

く
、
第
一
章
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
に
つ
い
て

も
新
た
な
展
望
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
。
福
本
イ
ズ
ム
の
「
流
行
」
や
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
芸
術
に
お
け
る
作
家
の
肖
像
画
の
多
さ
（
本

展
覧
会
で
い
え
ば
前
田
寛
治
に
よ
る
福
本
和
夫
の
肖
像
な

ど
）
、
雑
誌
な
ど
に
描
か
れ
る
労
働
者
像
、
ビ

ラ
や
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
自
体
な
ど
も
、
大
衆
の
登

場
を
基
盤
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

第
一
回
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
展
出
品
作
で
あ
る

永
田
一
脩
「
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
を
持
つ
蔵
原
惟
人
」

（
一
九
二
八
年
、
第
二
章
）

に
は
、
ロ
シ
ア
の
上
着

ル
パ
シ
カ
を
着
て
い
る
蔵
原
惟
人
の
ス
マ
ー
ト

な
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
ル
パ
シ
カ
の
着
用

は
、
永
田
の
意
向
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

ど
こ
ま
で
自
覚
的
だ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

　

こ
の
よ
う
な
本
や
雑
誌
が
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

成
立
す
る
背
景
に
は
、
大
衆
消
費
社
会
の
成
立

が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
点
で
本
展
覧
会
の
プ

ロ
ロ
ー
グ
で
上
映
さ
れ
て
い
た
芥
川
龍
之
介
の

映
像
は
示
唆
的
で
あ
る
。
芥
川
の
映
像
の
正
面

に
展
示
さ
れ
て
い
た
改
造
社
『
現
代
日
本
文
学

全
集
』
（
一
九
二
六
年
出
版
開
始
）

は
、
円
本
ブ
ー

ム
の
先
駆
け
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

ブ
ー
ム
の
広
告
合
戦
の
さ
な
か
に
久
米
正
雄
が

監
督
と
な
っ
て
、
芥
川
の
映
像
は
一
九
二
七
年

に
製
作
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
文
学
全
集
宣
伝
の

た
め
に
開
催
さ
れ
た
全
国
各
地
の
文
芸
講
演
会

で
、
作
家
の
日
常
生
活
の
映
画
を
上
映
す
る
と

い
う
企
画
の
た
め
に
撮
ら
れ
た
映
像
の
一
つ
で

あ
る
。
上
林
暁
に
よ
る
と
芥
川
は
「
僕
は
ポ
ス

タ
ア
の
代
り
に
立
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
」

と
円
本
宣
伝
の
た
め
の
文
芸
講
演
会
で
述
べ
て

い
た
よ
う
だ
が
（
上
林
暁
「
靑
春
自
畫
像
」
『
増
補
改

訂 

上
林
暁
全
集
第
八
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
一

月
）
、
そ
れ
は
大
衆
消
費
社
会
が
浸
透
し
、
作

家
そ
の
も
の
が
複
製
さ
れ
消
費
さ
れ
る
時
代
の

始
ま
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
芥
川
は
、
こ
の
映

像
の
数
か
月
後
に
自
殺
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
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油
彩
の
入
手
、
日
中
戦
争
下
に
ホ
テ
ル
の
中
か
ら
描
き
得

る
立
ち
位
置
な
ど
）

は
、
再
考
せ
ね
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
「
北
京
」
シ
リ
ー
ズ
の
の
び
の
び
と

し
た
「
日
本
的
な
美
」
や
日
本
的
な
油
絵
の
確

立
は
、
「
外
地
」
な
ど
の
「
歴
史
性
」
や
「
他

者
性
」
を
不
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
展
覧

会
を
「
外
地
」
と
い
っ
た
枠
組
み
の
中
に
置
き

直
し
て
見
る
な
ら
ば
、
ま
た
違
っ
た
「
大
日
本

帝
国
」
と
し
て
の
昭
和
史
が
見
え
て
く
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
「
外
地
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
東
京
」

中
心
で
は
な
い
地
方
か
ら
の
歴
史
を
見
て
い
く

こ
と
も
、
平
野
謙
と
は
別
の
昭
和
史
を
思
い
描

く
上
で
重
要
だ
ろ
う
。
関
東
大
震
災
以
後
に
花

開
い
た
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
大

衆
文
化
や
流
通
の
規
模
は
確
か
に
小
さ
い
も
の

の
、
京
都
な
ど
に
も
、
週
刊
新
聞
『
土
曜
日
』

な
ど
を
中
心
と
し
て
中
井
正
一
ら
に
よ
る
人
民

戦
線
の
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

お
そ
ら
く
平
野
謙
が
小
林
秀
雄
に
見
た
も
の
と

は
違
っ
た
形
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
、
昭
和
十
年
に
設
立
さ
れ

落
さ
せ
た
形
で
、
日
本
中
心
的
な
美
の
価
値
観

が
確
立
し
て
い
く
（
図
録
所
収
の
西
田
桐
子
の
論
文

「
１
９
３
０
年
代
美
術
の
一
傾
向
―
―
志
賀
直
哉
の
豪
華
本

『
暗
夜
行
路
』と
短
編
「
万
歴
赤
絵
」を
き
っ
か
け
に
」
）
。「
古

美
術
」
が
消
費
対
象
と
し
て
商
品
化
さ
れ
る
こ

と
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
「
日
本
的
な
美
」
の

確
立
は
、
「
外
地
」
に
よ
っ
て
物
質
的
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
「
他
者
性
」
を
不
可
視

化
さ
せ
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
視
点
で
見
返
す
な
ら
ば
、
日
本
的
な
油

絵
の
確
立
と
い
う
、
西
洋
絵
画
か
ら
の
影
響
の

超
克
に
苦
心
し
た
梅
原
龍
三
郎
が
、
熱
海
を
西

フ
ラ
ン
ス
の
陽
光
に
照
ら
さ
れ
た
よ
う
な
明

る
い
色
彩
で
の
び
の
び
と
描
く
「
山
荘
夏
日
」

（
一
九
三
三
年
、
第
三
章
）

も
不
気
味
な
も
の
と
し

て
立
ち
現
れ
て
く
る
。
そ
こ
に
は
梅
原
独
自
の

色
彩
感
覚
や
形
態
へ
の
感
性
が
現
れ
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
後
に
同
じ
視
線

を
も
っ
て
、
日
中
戦
争
の
灯
火
管
制
下
の
北
京

を
、
明
る
い
陽
光
に
照
ら
さ
れ
た
豊
か
な
色
彩

に
よ
っ
て
描
き
だ
す
と
き
（
「
北
京
秋
天
」（
一
九
四
二

年
）
な
ど
の
北
京
シ
リ
ー
ズ
）
、
そ
の
よ
う
に
描
き

得
る
特
権
的
な
立
ち
位
置
（
配
給
制
の
中
で
豊
か
な

術
史
」
と
し
て
見
直
す
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

く
る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
点
本
展
覧
会
に
欠
け
て
い

る
の
は
、
昭
和
初
年
代
に
お
い
て
不
可
視
化
さ

れ
て
い
く
「
歴
史
性
」
や
「
他
者
性
」
の
提
示

で
あ
る
。
文
芸
復
興
は
、
そ
れ
ら
を
基
盤
に
し

な
が
ら
も
不
可
視
化
す
る
形
で
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
「
外
地
」
の
存
在
で
あ
る
。
第
三

章
の
題
名
「
文
芸
復
興
と
日
本
的
な
も
の
」
に

も
あ
る
よ
う
に
、
「
日
本
的
な
も
の
」
が
前
面

に
出
て
く
る
に
従
っ
て
、
「
外
地
」
は
「
他
者
」

で
は
な
く
「
日
本
」
内
部
の
差
異
に
す
ぎ
な
く

な
っ
て
い
く
。
安
井
曾
太
郎
「
薔
薇
」（
一
九
三
二

年
、
第
三
章
）
で
伊
万
里
焼
の
花
瓶
が
描
か
れ
る

背
景
に
は
、
清
の
崩
壊
や
鉄
道
施
設
工
事
な
ど

に
よ
っ
て
陶
磁
器
が
世
界
市
場
に
一
気
に
流
入

し
、
日
本
国
内
で
陶
磁
器
の
鑑
賞
眼
が
再
整
備

さ
れ
る
と
い
う
世
界
史
的
な
背
景
が
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
に
陶
磁
器
の
美
を
め
ぐ
る
語
彙

が
整
備
さ
れ
る
中
で
陶
磁
器
に
関
す
る
鑑
賞
眼

が
発
達
し
、
西
洋
基
準
の
評
価
軸
や
、
陶
磁
器

を
製
作
し
た
中
国
や
朝
鮮
の
「
歴
史
性
」
を
欠
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の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
戦
争
に
向
か
う
中
で
描

か
れ
た
「
美
し
い
日
本
」
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中

心
と
し
た
西
欧
圏
と
日
本
の
結
託
に
よ
っ
て
現

在
に
お
い
て
も
奇
妙
な
形
で
継
続
し
、
ア
ジ
ア

を
不
可
視
化
す
る
こ
と
で
称
揚
さ
れ
続
け
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昭
和
初
年
代
に
焦

点
を
あ
て
た
本
展
覧
会
は
、
ま
さ
に
「
い
ま
」

を
見
据
え
る
上
で
様
々
な
問
題
を
投
げ
か
け
て

く
る
の
で
あ
る
。

た
芥
川
賞
第
一
作
で
あ
る
石
川
達
三
『
蒼
茫
』

（
改
造
社
、
一
九
三
五
年
十
月
）
や
、
日
中
戦
争
の
渦

中
に
戦
地
で
小
林
秀
雄
に
よ
っ
て
芥
川
賞
を
授

与
さ
れ
た
火
野
葦
平
の
『
糞
尿
譚
』
（
小
山
書
店
、

一
九
三
八
年
三
月
）

が
展
示
さ
れ
る
。
昭
和
初
年

代
が
芥
川
の
死
に
始
ま
り
芥
川
賞
の
設
立
で
終

る
時
、
ま
る
で
芥
川
を
苦
し
め
た
「
ぼ
ん
や
り

し
た
不
安
」
が
、
「
他
者
性
」
へ
の
意
識
を
欠

落
さ
せ
て
形
骸
化
し
な
が
ら
、
増
幅
し
て
回
帰

し
て
く
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
不

安
」
を
自
閉
的
に
不
可
視
化
さ
せ
て
、
ト
ン
ネ

ル
の
向
う
側
に
「
美
し
い
日
本
」
を
成
立
さ
せ

た
の
が
、
芥
川
賞
選
考
委
員
で
も
あ
っ
た
川
端

康
成
に
よ
る
「
雪
国
」
（
昭
和
十
年
か
ら
書
き
継
が

れ
る
）

だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
い
ま
川
端
を
違
う

形
で
読
み
な
お
す
こ
と
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
向
う
側
に
保
存
さ
れ
た
「
美
し

い
日
本
」
は
、
戦
後
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
な

ど
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
、
川
端
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
戦

後
日
本
が
西
洋
か
ら
「
再
発
見
」
さ
れ
た
日
本

を
内
面
化
し
な
が
ら
、
同
時
に
ア
ジ
ア
（
外
地
）

で
の
歴
史
を
不
可
視
化
し
て
い
く
こ
と
と
相
同
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